
10

20

JP 7550147 B2 2024.9.12

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7550147号

(P7550147)
(24)登録日　令和6年9月4日(2024.9.4)(45)発行日　令和6年9月12日(2024.9.12)

(54)【発明の名称】　保管コンテナ内の内容物へのアクセスを提供するためのステーション、および、自動保管 
および回収システム

(51)国際特許分類
　   Ｂ６５Ｇ 1/04 (2006.01)
　   Ｂ６５Ｇ 1/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６５Ｇ 1/04 ５５５Ｚ 　　　
　Ｂ６５Ｇ 1/00 ５１１Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-523734(P2021-523734)
(86)(22)出願日　 令和1年11月5日(2019.11.5)
(65)公表番号　 特表2022-506390(P2022-506390 

A)
(43)公表日　 令和4年1月17日(2022.1.17)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2019/080164
(87)国際公開番号　 WO2020/094604
(87)国際公開日　 令和2年5月14日(2020.5.14)

審査請求日　 令和4年8月30日(2022.8.30)
(31)優先権主張番号　20181416            
(32)優先日　 平成30年11月5日(2018.11.5)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ノルウェー(NO)

(73)特許権者　 317005527
アウトストア・テクノロジー・エーエス
ＡＵＴＯＳＴＯＲＥ  ＴＥＣＨＮＯＬＯ 
ＧＹ  ＡＳ
ノルウェー国Ｎ－５５７８，ネドレ・ヴ 
ァッツ，ストッカストランドヴェーゲン 
８５番
Ｓｔｏｋｋａｓｔｒａｎｄｖｅｇｅｎ  
８５，Ｎ－５５７８  Ｎｅｄｒｅ  Ｖａｔ 
ｓ，Ｎｏｒｗａｙ

(74)代理人　 100118902
弁理士　山本  修

(74)代理人　 100106208
弁理士　宮前  徹

(74)代理人　 100196508
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提 供  
す る た め の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 　 開 口 部 （ ３ ５ ） お よ び 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） を 含 む ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） で あ っ て 、  
各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展  
開 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ た 、  
ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） と 、
　 　 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得  
る よ う に 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 受 け 取 っ て 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開  
口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ せ る よ う に 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で き  
る ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３  
０ ） に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） が 提 示 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部  
（ ３ ５ ） を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク  
セ ス 構 成 と

請求項の数　26　（全23頁）
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の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、 前 記 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 前 記 開 口 部 （  
３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） を 展 開 す る こ と に よ り 前 記 開 口  
部 （ ３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制  
限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） が 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ）  
の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） ま で 持 ち 上 げ る よ う に 配 置 さ れ た 持 上 げ デ バ イ ス （ ４ ２ ） を 備 え 、
　 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） が 移 動 デ バ イ ス （ ４ １ ） を 備 え 、 前 記 持 上 げ デ バ イ ス （ ４ ２ ）  
が 、 前 記 移 動 デ バ イ ス （ ４ １ ） 上 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る 、 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提 供  
す る た め の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 　 開 口 部 （ ３ ５ ） お よ び 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） を 含 む ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） で あ っ て 、  
各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展  
開 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ た 、  
ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） と 、
　 　 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得  
る よ う に 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 受 け 取 っ て 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開  
口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ せ る よ う に 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で き  
る ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３  
０ ） に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） が 提 示 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部  
（ ３ ５ ） を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク  
セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、 前 記 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 前 記 開 口 部 （  
３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） を 展 開 す る こ と に よ り 前 記 開 口  
部 （ ３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制  
限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） が 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ）  
の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） ま で 持 ち 上 げ る よ う に 配 置 さ れ た 持 上 げ デ バ イ ス （ ４ ２ ） を 備 え 、
　 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 持 上 げ デ バ イ ス （ ４ ２ ） に よ り 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ）  
の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ れ る と き の 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 持 上 げ 経 路 内 に  
延 在 す る よ う に 動 作 可 能 で あ り 、 そ の 結 果 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） が 前 記 カ バ ー （  
３ １ ） を そ の 展 開 位 置 に 付 勢 す る 、 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提 供  
す る た め の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 　 開 口 部 （ ３ ５ ） お よ び 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） を 含 む ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） で あ っ て 、  
各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展  
開 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ た 、  
ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） と 、
　 　 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得  
る よ う に 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 受 け 取 っ て 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開  
口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ せ る よ う に 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で き  
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る ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３  
０ ） に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） が 提 示 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部  
（ ３ ５ ） を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク  
セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、 前 記 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 前 記 開 口 部 （  
３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） を 展 開 す る こ と に よ り 前 記 開 口  
部 （ ３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制  
限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） が 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ）  
の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） ま で 持 ち 上 げ る よ う に 配 置 さ れ た 持 上 げ デ バ イ ス （ ４ ２ ） を 備 え 、
　 前 記 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） の そ れ ぞ れ が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） に 隣 接 す る 前 記 ア ク セ ス  
障 壁 （ ３ ３ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 ま た 、 各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） が  
展 開 さ れ な い こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の 前 記 そ れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な 状 態  
の ま ま と さ れ る 初 期 位 置 と 、 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の 前 記 そ れ ぞ れ の  
部 分 を 閉 鎖 す る 展 開 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 初 期 位 置 に お い て 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） が 前 記 ア  
ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ 持 ち 上 げ ら れ て い る と き に 前 記 保 管 コ ン テ ナ  
（ １ ０ ６ ） が 接 触 す る こ と な し に 通 過 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 、 少 な く と も 部 分 的 に  
垂 直 方 向 に 延 在 し 、 そ れ に よ り 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 部 分 を 通 じ  
て ア ク セ ス さ れ 得 る よ う に 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の 前 記 そ れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な  
状 態 の ま ま と さ れ る 、 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） の そ れ ぞ れ が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） に 隣 接 す る 前 記 ア ク セ ス  
障 壁 （ ３ ３ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 ま た 、 各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） が  
展 開 さ れ な い こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の 前 記 そ れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な 状 態  
の ま ま と さ れ る 初 期 位 置 と 、 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の 前 記 そ れ ぞ れ の  
部 分 を 閉 鎖 す る 展 開 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ス テ ー シ ョ  
ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 初 期 位 置 に お い て 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） が 前 記 ア  
ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ 持 ち 上 げ ら れ て い る と き に 前 記 保 管 コ ン テ ナ  
（ １ ０ ６ ） が 接 触 す る こ と な し に 通 過 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 、 少 な く と も 部 分 的 に  
垂 直 方 向 に 延 在 し 、 そ れ に よ り 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 部 分 を 通 じ  
て ア ク セ ス さ れ 得 る よ う に 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の 前 記 そ れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な  
状 態 の ま ま と さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 持 上 げ デ バ イ ス （ ４ ２ ） に よ り 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ）  
の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ れ る と き の 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 持 上 げ 経 路 内 に  
延 在 す る よ う に 動 作 可 能 で あ り 、 そ の 結 果 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） が 前 記 カ バ ー （  
３ １ ） を そ の 展 開 位 置 に 付 勢 す る 、 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） が 移 動 デ バ イ ス （ ４ １ ） を 備 え 、 前 記 持 上 げ デ バ イ ス （ ４ ２ ）  
が 、 前 記 移 動 デ バ イ ス （ ４ １ ） 上 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の ス  
テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 前 記 持 上 げ デ バ イ ス （ ４ ２ ） が 、 前 記 移 動 デ バ イ ス （ ４ １ ） の 一 部 と し て 設 け ら れ た 第  
１ の レ ー ル （ ４ ５ ） 上 で 動 作 す る よ う に 適 合 さ れ た 車 輪 （ ４ ４ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ ま た  
は ７ に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の カ バ ー が 、 フ ラ ッ プ （ ３ １ ） で あ り 、 各 フ ラ ッ プ （ ３ １ ） が 、 そ  
れ ぞ れ の 独 立 し た モ ー タ に よ っ て 動 作 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ス  
テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） が 、 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 閉 鎖 す  
る た め の 頂 部 カ バ ー （ ３ ６ ） を 備 え 、 前 記 頂 部 カ バ ー （ ３ ６ ） が 、 前 記 ス テ ー シ ョ ン が 前  
記 積 込 み 構 成 に あ る と き に は 前 記 頂 部 カ バ ー （ ３ ６ ） が 持 ち 上 げ ら れ 得 な い よ う に 前 記 頂  
部 カ バ ー （ ３ ６ ） を 固 定 し 、 ま た 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 前 記 ア ク セ ス 構 成 に あ る と  
き に は 前 記 頂 部 カ バ ー （ ３ ６ ） が 持 ち 上 げ ら れ 得 る よ う に 前 記 頂 部 カ バ ー （ ３ ６ ） を 固 定  
解 除 す る よ う に 適 合 さ れ た 固 定 デ バ イ ス を 備 え る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 頂 部 カ バ ー （ ３ ６ ） が 、 手 動 で ま た は モ ー タ に よ っ て 持 ち 上 げ ら れ 得 る 、 請 求 項 １  
０ に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） 内 に 引 出 し 様 の デ バ イ ス と し て  
配 置 さ れ 、 前 記 引 出 し 様 の デ バ イ ス が 、 前 記 積 込 み 構 成 と 前 記 ア ク セ ス 構 成 と の 間 を 移 行  
す る よ う に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 引 出 し 様 の デ バ イ ス が 、 前 記 引 出 し 様 の デ バ イ ス を 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） か ら 押  
し 出 す よ う に 構 成 さ れ た 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） に よ っ て 作 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ２ に  
記 載 の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 引 出 し 様 の デ バ イ ス が 、 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の レ ー ル 上 で 動 作  
す る よ う に 配 置 さ れ た 車 輪 （ ４ ６ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の ス テ ー シ ョ  
ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提 供  
す る た め の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 　 開 口 部 （ ３ ５ ） お よ び 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） を 含 む ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） で あ っ て 、  
各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展  
開 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ た 、  
ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） と 、
　 　 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得  
る よ う に 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 受 け 取 っ て 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開  
口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ せ る よ う に 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で き  
る ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３  
０ ） に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） が 提 示 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部  
（ ３ ５ ） を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク  
セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、
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　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、 前 記 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 前 記 開 口 部 （  
３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） を 展 開 す る こ と に よ り 前 記 開 口  
部 （ ３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制  
限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） 内 に 引 出 し 様 の デ バ イ ス と し て  
配 置 さ れ 、 前 記 引 出 し 様 の デ バ イ ス が 、 前 記 積 込 み 構 成 と 前 記 ア ク セ ス 構 成 と の 間 を 移 行  
す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 引 出 し 様 の デ バ イ ス が 、 前 記 引 出 し 様 の デ バ イ ス を 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） か ら 押  
し 出 す よ う に 構 成 さ れ た 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） に よ っ て 作 動 可 能 で あ る 、 ス テ ー シ ョ ン  
（ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 引 出 し 様 の デ バ イ ス が 、 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の レ ー ル 上 で 動 作  
す る よ う に 配 置 さ れ た 車 輪 （ ４ ６ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提 供  
す る た め の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 　 開 口 部 （ ３ ５ ） お よ び 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） を 含 む ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） で あ っ て 、  
各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展  
開 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ た 、  
ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） と 、
　 　 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得  
る よ う に 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 受 け 取 っ て 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開  
口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ せ る よ う に 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で き  
る ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３  
０ ） に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） が 提 示 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部  
（ ３ ５ ） を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク  
セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、 前 記 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 前 記 開 口 部 （  
３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） を 展 開 す る こ と に よ り 前 記 開 口  
部 （ ３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制  
限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ） 内 に 引 出 し 様 の デ バ イ ス と し て  
配 置 さ れ 、 前 記 引 出 し 様 の デ バ イ ス が 、 前 記 積 込 み 構 成 と 前 記 ア ク セ ス 構 成 と の 間 を 移 行  
す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 引 出 し 様 の デ バ イ ス が 、 前 記 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の レ ー ル 上 で 動 作  
す る よ う に 配 置 さ れ た 車 輪 （ ４ ６ ） を 備 え る 、 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 に 保 管 さ れ た １ つ ま た は 複 数 の 物 品 の 送 達 の た め の ス テ ー シ  
ョ ン を 備 え る 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 ス タ ッ ク （ １ ０ ７ ） に 配 置 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 保 管 す る た め の 保 管 格 子 （  
１ ０ ４ ） と 、
　 請 求 項 １ か ら １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） と 、
　 を 備 え る 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
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　 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を さ ら に 備 え 、 各 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） が 、 開 口 端 部  
を 有 す る 複 数 の 区 画 （ ５ １ ） を 備 え 、 前 記 開 口 端 部 の そ れ ぞ れ が 、 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３  
３ ） の 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） に よ っ て 閉 鎖 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の そ れ ぞ れ が 、 前 記 複 数 の 区 画 （ ５ １ ） の そ れ ぞ れ  
の サ イ ズ が 調 節 さ れ 得 る よ う に 、 少 な く と も １ つ の 取 外 し 可 能 な 区 画 分 離 壁 （ ４ ９ ） を 備  
え る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 保 管 格 子 （ １ ０ ４ ） が 、 壁 構 造 要 素 （ ３ ９ ） を 含 む 壁 表 面 を 備 え る 、 請 求 項 １ ８ か  
ら ２ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 に 保 管 さ れ た １ つ ま た は 複 数 の 物 品 の 送 達 の た め の ス テ ー シ  
ョ ン を 備 え る 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 　 ス タ ッ ク （ １ ０ ７ ） に 配 置 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 保 管 す る た め の 保 管 格 子  
（ １ ０ ４ ） と 、
　 　 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提  
供 す る た め の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 　 　 開 口 部 （ ３ ５ ） お よ び 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） を 含 む ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） で あ っ て  
、 各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に  
展 開 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る  
よ う に 配 置 さ れ た 、 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） 、
　 　 　 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ て ア ク セ ス さ れ  
得 る よ う に 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 受 け 取 っ て 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記  
開 口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ せ る よ う に 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） 、 お よ び 、
　 　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で  
き る ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ）
を 含 む 、 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３  
０ ） に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） が 提 示 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部  
（ ３ ５ ） を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク  
セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、 前 記 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 前 記 開 口 部 （  
３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） を 展 開 す る こ と に よ り 前 記 開 口  
部 （ ３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制  
限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を さ ら に 備 え 、 各 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） が 、 開 口 端 部  
を 有 す る 複 数 の 区 画 （ ５ １ ） を 備 え 、 前 記 開 口 端 部 の そ れ ぞ れ が 、 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３  
３ ） の 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） に よ っ て 閉 鎖 可 能 で あ り 、
　 前 記 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の そ れ ぞ れ が 、 前 記 複 数 の 区 画 （ ５ １ ） の そ れ ぞ れ  
の サ イ ズ が 調 節 さ れ 得 る よ う に 、 少 な く と も １ つ の 取 外 し 可 能 な 区 画 分 離 壁 （ ４ ９ ） を 備  
え る 、 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 保 管 格 子 （ １ ０ ４ ） が 、 壁 構 造 要 素 （ ３ ９ ） を 含 む 壁 表 面 を 備 え る 、 請 求 項 ２ ２ に  
記 載 の 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 に 保 管 さ れ た １ つ ま た は 複 数 の 物 品 の 送 達 の た め の ス テ ー シ  
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ョ ン を 備 え る 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 　 ス タ ッ ク （ １ ０ ７ ） に 配 置 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 保 管 す る た め の 保 管 格 子  
（ １ ０ ４ ） と 、
　 　 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提  
供 す る た め の ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 　 　 開 口 部 （ ３ ５ ） お よ び 複 数 の カ バ ー （ ３ １ ） を 含 む ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） で あ っ て  
、 各 カ バ ー （ ３ １ ） が 、 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に  
展 開 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） の そ れ ぞ れ の 部 分 を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る  
よ う に 配 置 さ れ た 、 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） 、
　 　 　 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 が 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） を 通 じ て ア ク セ ス さ れ  
得 る よ う に 、 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を 受 け 取 っ て 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記  
開 口 部 （ ３ ５ ） へ 移 動 さ せ る よ う に 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 （ ４ ０ ） 、 お よ び 、
　 　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で  
き る ハ ウ ジ ン グ （ ３ ０ ）
を 含 む 、 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） へ の ア ク セ ス が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ３  
０ ） に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と 、
　 　 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３ ３ ） の 前 記 開 口 部 （ ３ ５ ） が 提 示 さ れ る こ と に よ り 前 記 開 口 部  
（ ３ ５ ） を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク  
セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ス テ ー シ ョ ン （ １ ０ ） が 、 前 記 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 前 記 開 口 部 （  
３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） を 展 開 す る こ と に よ り 前 記 開 口  
部 （ ３ ５ ） の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 前 記 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制  
限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 保 管 格 子 （ １ ０ ４ ） が 、 壁 構 造 要 素 （ ３ ９ ） を 含 む 壁 表 面 を 備 え る 、 自 動 保 管 お よ  
び 回 収 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） を さ ら に 備 え 、 各 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） が 、 開 口 端 部  
を 有 す る 複 数 の 区 画 （ ５ １ ） を 備 え 、 前 記 開 口 端 部 の そ れ ぞ れ が 、 前 記 ア ク セ ス 障 壁 （ ３  
３ ） の 前 記 カ バ ー （ ３ １ ） に よ っ て 閉 鎖 可 能 で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ （ １ ０ ６ ） の そ れ ぞ れ が 、 前 記 複 数 の 区 画 （ ５ １ ） の そ れ ぞ れ  
の サ イ ズ が 調 節 さ れ 得 る よ う に 、 少 な く と も １ つ の 取 外 し 可 能 な 区 画 分 離 壁 （ ４ ９ ） を 備  
え る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 保 管 コ ン テ ナ の 区 画 内 に 保 管 さ れ た １ つ ま た は 複 数 の 物 品 の 自 動 送 達 の た め  
の 保 管 シ ス テ ム 、 お よ び 、 そ の よ う な シ ス テ ム の た め の ス テ ー シ ョ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 典 型 的 な 従 来 技 術 の 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 骨 組 構 造 を 開 示 す る 。
　 骨 組 構 造 は 、 複 数 の 垂 直 部 材 、 お よ び 垂 直 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ た 複 数 の 水 平 部 材 を 備  
え る 。 部 材 は 、 典 型 的 に は 、 例 え ば 押 出 し ア ル ミ ニ ウ ム プ ロ フ ァ イ ル と い っ た 金 属 で 作 ら  
れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 骨 組 構 造 は 、 列 を 成 し て 配 置 さ れ た 保 管 コ ラ ム を 含 む 保 管 格 子 を 画 定 し 、 保 管 格 子 内 で  
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は 、 保 管 コ ラ ム が 、 コ ン テ ナ と し て も 知 ら れ る 保 管 コ ン テ ナ を 保 管 し 、 保 管 コ ン テ ナ は 、  
互 い に 積 み 重 ね ら れ て ス タ ッ ク を 形 成 す る 。 各 保 管 コ ン テ ナ は 、 典 型 的 に は 複 数 の 製 品 （  
ｐ ｒ ｏ ｄ ｕ ｃ ｔ   ｉ ｔ ｅ ｍ ） （ 図 示 せ ず ） を 保 持 す る こ と が で き 、 保 管 コ ン テ ナ 内 の 製 品  
は 、 同 一 の も の で あ り 得 る か 、 ま た は 用 途 に 応 じ て 異 な る 製 品 タ イ プ の も の で あ り 得 る 。  
骨 組 構 造 は 、 保 管 コ ン テ ナ の ス タ ッ ク の 水 平 移 動 を 防 ぎ 、 か つ 、 コ ン テ ナ の 垂 直 移 動 を 案  
内 す る が 、 通 常 、 そ れ 以 外 に は 積 み 重 ね ら れ た と き の 保 管 コ ン テ ナ を 支 持 し な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 レ ー ル 系 が 、 保 管 コ ラ ム の 頂 部 に わ た っ て 格 子 パ タ ー ン に 配 置 さ れ 、 こ の レ ー ル 系 上 で  
は 、 複 数 の コ ン テ ナ 取 扱 車 両 が 、 保 管 コ ラ ム か ら 保 管 コ ン テ ナ を 上 昇 さ せ る た め に 、 ま た  
保 管 コ ラ ム 内 へ 保 管 コ ン テ ナ を 下 降 さ せ る た め に 動 作 さ れ 、 さ ら に 、 保 管 コ ン テ ナ を 保 管  
コ ラ ム の 上 で 運 搬 す る た め に 動 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 保 管 コ ン テ ナ 内 に 保 管 さ れ た 製 品 が 保 管 格 子 か ら 選 別 さ れ る と き に 、 コ ン テ ナ 取 扱 車 両  
は 、 そ の 製 品 タ イ プ を 含 む 保 管 コ ン テ ナ を 取 り 上 げ る よ う に 配 置 さ れ 、 次 い で そ の 保 管 コ  
ン テ ナ を コ ン テ ナ 持 上 げ デ バ イ ス へ 運 搬 す る 。 コ ン テ ナ 持 上 げ デ バ イ ス は 、 保 管 コ ン テ ナ  
を 選 別 お よ び ／ ま た は 供 給 ス テ ー シ ョ ン へ 運 搬 し 、 ス テ ー シ ョ ン で は 、 そ の 製 品 タ イ プ の  
製 品 が 、 保 管 コ ン テ ナ か ら 回 収 さ れ る 。 そ の 後 、 残 り の 製 品 を 含 む 保 管 コ ン テ ナ は 、 コ ン  
テ ナ 持 上 げ デ バ イ ス お よ び コ ン テ ナ 取 扱 車 両 に よ り 、 保 管 格 子 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 同 じ 手 順 が 、 保 管 格 子 内 に 製 品 を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ る 。 ま ず 、 選 別 お よ び ／ ま た  
は 供 給 ス テ ー シ ョ ン に お い て 、 物 品 が 保 管 コ ン テ ナ 内 に 供 給 さ れ る 。 次 い で 、 コ ン テ ナ 持  
上 げ デ バ イ ス は 、 コ ン テ ナ 取 扱 車 両 が 保 管 コ ン テ ナ を 保 管 格 子 内 の そ の 正 し い 位 置 に 運 搬  
す る 上 位 層 ま で 、 保 管 コ ン テ ナ を 持 ち 上 げ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 保 管 制 御 お よ び 通 信 シ ス テ ム が 、 在 庫 目 録 を 監 視 し て （ 保 管 格 子 内 の お よ び ／ ま た は 運  
搬 中 の ） そ れ ぞ れ の 保 管 コ ン テ ナ の 位 置 、 各 保 管 コ ン テ ナ の 内 容 物 、 な ど を 記 録 す る た め  
に 、 使 用 さ れ る 。 さ ら に 、 保 管 制 御 お よ び 通 信 シ ス テ ム は ま た 、 所 望 の 保 管 コ ン テ ナ を 選  
別 し て そ の 保 管 コ ン テ ナ を 他 の 車 両 と 衝 突 す る こ と な し に 所 望 の タ イ ミ ン グ で 所 望 の 場 所  
に 送 達 す る よ う に 車 両 を 制 御 す る た め に 、 コ ン テ ナ 取 扱 車 両 を 制 御 す る た め の 制 御 シ ス テ  
ム を 含 み 得 る か ま た は そ の よ う な 制 御 シ ス テ ム と 通 信 し て 設 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 典 型 的 に は 、 選 別 お よ び ／ ま た は 供 給 ス テ ー シ ョ ン に い る 人 員 は 、 保 管 シ ス テ ム の 所 有  
者 に よ っ て 雇 用 さ れ 、 人 員 は 、 保 管 コ ン テ ナ か ら 製 品 を 取 り 出 し 、 次 い で そ の 製 品 を 梱 包  
し 、 郵 便 サ ー ビ ス ま た は 別 の 配 送 サ ー ビ ス を 介 し て 最 終 使 用 者 に 送 る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 一 部 の 保 管 シ ス テ ム で は 、 最 終 使 用 者 が 保 管 シ ス テ ム の 場 所 で 製 品 を 収 集 す る  
こ と が 望 ま し い 場 合 が あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の １ つ の 目 的 は 、 そ の よ う な 最 終 使 用 者  
が 彼 ら 自 身 で 製 品 を 自 動 的 に 収 集 す る こ と を 可 能 に す る 保 管 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ  
る 。 最 終 使 用 者 と 保 管 シ ス テ ム と の 間 の 接 点 に 人 体 損 傷 （ 典 型 的 に は 、 可 動 部 品 に よ り 指  
ま た は 手 が 圧 迫 さ れ る ） の 危 険 性 が 生 じ て は な ら な い の で 、 注 意 が 払 わ れ な け れ ば な ら な  
い 。 さ ら に 、 個 人 は 、 注 文 さ れ た 製 品 以 外 の 製 品 へ の ア ク セ ス を 得 る べ き で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 目 的 は 、 最 終 使 用 者 に 保 管 コ ン テ ナ の 専 用 区 画 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る 一 方 で 、 保  
管 区 画 の 他 の 区 画 へ の ア ク セ ス が 制 限 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 適 切 な キ ー ま た は キ ー コ ー ド を 有 す る 使 用 者 の み が 、 保 管 シ ス テ ム か ら 回 収 さ  
れ た 製 品 に ア ク セ ス す る こ と が で き る べ き で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提 供  
す る た め の ス テ ー シ ョ ン を 対 象 と す る 。 ス テ ー シ ョ ン は 、
　 －   開 口 部 お よ び 複 数 の カ バ ー を 含 む ア ク セ ス 障 壁 で あ っ て 、 各 カ バ ー が 、 開 口 部 の そ  
れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展 開 さ れ る こ と に よ り 開 口 部 を 通 じ た ア ク セ ス を  
制 限 す る よ う に 配 置 さ れ た 、 ア ク セ ス 障 壁 と 、
　 －   保 管 コ ン テ ナ の 内 容 物 が 開 口 部 を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得 る よ う に 、 保 管 コ ン テ ナ を  
受 け 取 っ て ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ 移 動 さ せ る よ う に 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 と 、
　 －   ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で き る ハ ウ ジ ン グ と 、
を 備 え る 。
　 ス テ ー シ ョ ン は 、
　 －   ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ の ア ク セ ス が ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と
　 －   ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 が 提 示 さ れ る こ と に よ り 開 口 部 を 通 じ た 保 管 コ ン テ ナ の 内 容  
物 へ の ア ク セ ス が 可 能 に な る ア ク セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 ス テ ー シ ョ ン は 、 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 開 口 部 の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る  
よ う に カ バ ー を 展 開 す る こ と に よ り 開 口 部 の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 保 管 コ ン テ ナ の 内 容 物 へ  
の ア ク セ ス を 制 限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ス テ ー シ ョ ン は 、 保 管 コ ン テ ナ が 保 管 格 子 か ら 回 収 さ れ て ス テ ー シ ョ ン へ 送 達 さ れ 得 る  
よ う に 、 保 管 格 子 の 下 方 部 分 に 接 続 さ れ 得 る 。 ス テ ー シ ョ ン は 、 所 定 の 物 品 の み が 使 用 者  
に 対 し て ア ク セ ス 可 能 で あ る よ う に 、 保 管 コ ン テ ナ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 積 込 み 構 成 で は 、 ア ク セ ス 障 壁 は 、 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 が ア ク セ ス 不 能 で あ る よ う に  
ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 覆 わ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ハ ウ ジ ン グ は 、 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 を 覆 う 頂 部 カ バ ー を 備 え る 骨 組 構 造 で あ り 得 る 。  
実 施 形 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 ア ク セ ス 障 壁 に 接 続 さ れ た 頂 部 カ バ ー を 備 え る こ と が で き  
、 か つ ／ ま た は 、 ア ク セ ス 障 壁 は 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 実 施 形 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 ア ク セ ス 障 壁 を 収 容 す る た め の キ ャ ビ ネ ッ ト で あ り 得 る  
。 キ ャ ビ ネ ッ ト は 、 ア ク セ ス 障 壁 が ス テ ー シ ョ ン の ア ク セ ス 構 成 に お い て の み ア ク セ ス 可  
能 で あ る よ う に 、 使 用 者 を ア ク セ ス 障 壁 か ら 分 離 す る た め の 側 壁 お よ び 頂 壁 表 面 を 備 え 得  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ア ク セ ス 障 壁 は ま た 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 配 置 さ れ た 、 側 壁 を 含 む キ ャ ビ ネ ッ ト の 形 態  
で 配 置 さ れ 得 る 。 ハ ウ ジ ン グ は 、 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ た 頂 部 カ バ  
ー を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る た め に 、 頂 部 カ バ ー は 、 ア ク セ ス 障 壁 の  
開 口 部 へ の ア ク セ ス を 提 供 ま た は 制 限 す る た め に 持 ち 上 げ ら れ る か ま た は 摺 動 す る よ う に  
配 置 さ れ て よ く 、 ま た は 、 ア ク セ ス 障 壁 は 、 ア ク セ ス を 提 供 ま た は 制 限 す る た め の ハ ウ ジ  
ン グ に 対 し て 移 動 す る よ う に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 ア ク セ ス 構 成 に あ る 場 合 、 ア ク セ ス 障 壁 は 、 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 が ア ク  
セ ス 可 能 で あ る よ う に ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 移 動 さ れ 得 る か 、 ま た は 、 ハ ウ ジ ン グ の 頂 部 カ  
バ ー は 、 頂 部 カ バ ー が ア ク セ ス 構 成 に お い て 手 動 で ま た は 自 動 的 に 開 口 さ れ か つ 持 ち 上 げ  
ら れ 得 る よ う に 配 置 さ れ た 、 開 口 部 お よ び 持 上 げ 機 構 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 形 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 ア ク セ ス 障 壁 へ の ア ク セ ス を 許 可 ま た は 制 限 す る た め に  
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、 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 を 閉 鎖 す る た め の 頂 部 カ バ ー を 備 え 得 る 。 頂 部 カ バ ー は 、 頂 部 カ  
バ ー が 持 ち 上 げ ら れ た と き に ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 が ア ク セ ス 可 能 で あ り 得 る よ う に 、 ハ  
ウ ジ ン グ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 得 る 。 カ バ ー は 、 積 込 み 構 成 で は 固 定 さ れ 、 ま た ア ク セ ス  
構 成 で は 固 定 解 除 さ れ る よ う に 、 固 定 デ バ イ ス を 備 え 得 る 。 頂 部 カ バ ー は 、 固 定 解 除 さ れ  
る と 、 ハ ン ド ル に よ り 手 動 で 持 ち 上 げ ら れ て 開 口 す る か 、 ま た は モ ー タ に よ り 自 動 的 に 持  
ち 上 げ ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ に 対 す る ア ク セ ス 障 壁 の 移 動 は 、 積 込 み 構 成 か ら ア ク セ  
ス 構 成 に 移 動 す る 間 に ア ク セ ス 障 壁 が ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 移 動 す る よ う に 配 置 さ れ た 、 引  
出 し 様 の デ バ イ ス の 形 態 で あ り 得 る 。
　 引 出 し 様 の デ バ イ ス に 対 す る さ ら な る 詳 細 は 、 後 ほ ど 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス テ ー シ ョ ン は 、 保 管 コ ン テ ナ を 自 動 保 管 お よ び 回 収 格 子 の 移 送 ま た は 送 達 コ ラ ム か ら  
受 け 取 る よ う に 、 ま た 、 保 管 コ ン テ ナ を ア ク セ ス 障 壁 ま で 移 送 さ せ 、 ア ク セ ス 障 壁 内 の 保  
管 コ ン テ ナ を ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 ま で 持 ち 上 げ る よ う に 配 置 さ れ た 積 込 み 機 構 を 、 さ ら  
に 備 え 得 る 。
　 積 込 み 機 構 は 、 移 動 デ バ イ ス お よ び ／ ま た は 持 上 げ デ バ イ ス を 備 え る こ と が で き 、 持 上  
げ デ バ イ ス は 、 移 動 デ バ イ ス 上 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 形 態 で は 、 持 上 げ デ バ イ ス は 、 移 動 デ バ イ ス 上 に 設 け ら れ た レ ー ル 上 を 移 動 す る よ  
う に 配 置 さ れ た 車 輪 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 持 上 げ デ バ イ ス は ま た 、 持 上 げ デ バ イ ス と 移 動 デ バ イ ス と の 間 の 相 対 運 動 の た め の ス キ  
ッ ド ま た は ス ラ イ ド シ ス テ ム 上 に 配 置 さ れ 得 る 。
　 持 上 げ デ バ イ ス は 、 自 動 保 管 お よ び 回 収 格 子 の 送 達 コ ラ ム を 通 じ て 送 達 さ れ た 保 管 コ ン  
テ ナ を 受 け 取 り か つ 支 持 す る た め の 支 持 デ バ イ ス を 備 え 得 る 。 持 上 げ デ バ イ ス は 、 保 管 コ  
ン テ ナ を 受 け 取 る と 、 保 管 コ ン テ ナ が ア ク セ ス 障 壁 内 へ 運 搬 さ れ る よ う に 、 移 動 デ バ イ ス  
上 で 移 動 す る こ と が で き る 。 ア ク セ ス 障 壁 の 内 側 で は 、 持 上 げ デ バ イ ス は 、 保 管 コ ン テ ナ  
を ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 ま で 持 ち 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 複 数 の カ バ ー の そ れ ぞ れ は 、 開 口 部 に 隣 接 す る ア ク セ ス 障 壁 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て よ  
く 、 ま た 、 各 カ バ ー は 、 カ バ ー が 展 開 さ れ な い こ と に よ り 開 口 部 の そ れ ぞ れ の 部 分 が ア ク  
セ ス 可 能 な 状 態 の ま ま と さ れ る 初 期 位 置 と 、 カ バ ー が 開 口 部 の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る  
展 開 位 置 と の 間 で 、 移 動 可 能 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 複 数 の カ バ ー の そ れ ぞ れ は 、 初 期 位 置 に お い て 、 保 管 コ ン テ ナ が ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部  
へ 持 ち 上 げ ら れ て い る 間 に 保 管 コ ン テ ナ が 接 触 す る こ と な し に 通 過 す る こ と を 可 能 に す る  
よ う に 、 少 な く と も 部 分 的 に 垂 直 方 向 に 延 在 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 保 管 コ ン テ ナ  
の 内 容 物 が 開 口 部 の そ れ ぞ れ の 部 分 を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得 る よ う に 、 開 口 部 の そ れ ぞ れ  
の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な 状 態 の ま ま と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 カ バ ー は 、 展 開 位 置 に 移 動 し て い る と き に 、 保 管 コ ン テ ナ が カ バ ー を そ の 展 開 位 置 に  
付 勢 す る よ う に 、 持 上 げ デ バ イ ス に よ り ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ 移 動 さ れ る と き の 保 管 コ  
ン テ ナ の 持 上 げ 経 路 内 へ 延 在 す る よ う に 、 動 作 可 能 で あ り 得 る 。 つ ま り 、 各 カ バ ー は 、 ア  
ク セ ス 開 口 部 に 位 置 合 わ せ さ れ る よ う に 移 動 さ れ る 保 管 コ ン テ ナ の 経 路 内 に 配 置 さ れ る よ  
う に 少 な く と も 部 分 的 に 水 平 に 延 在 す る よ う に 、 垂 直 角 度 を 有 す る よ う に 動 作 さ れ て よ く  
、 そ の 結 果 、 各 カ バ ー は 、 保 管 コ ン テ ナ の 運 動 に よ り 展 開 位 置 に 付 勢 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ バ ー は 、 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 の 周 辺 部 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た フ ラ ッ プ と し て 配 置  
さ れ て よ く 、 各 フ ラ ッ プ は 、 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る た め に 、  
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そ れ ぞ れ の 独 立 し た モ ー タ に よ っ て 動 作 さ れ る 。
　 ア ク セ ス 障 壁 は 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 引 出 し 様 の デ バ イ ス と し て 配 置 さ れ て よ く 、 ま た 、 引  
出 し 様 の デ バ イ ス は 、 積 込 み 構 成 と ア ク セ ス 構 成 と の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 引 出 し 様 の デ バ イ ス は 、 引 出 し 様 の デ バ イ ス を ハ ウ ジ ン グ か ら 押 し 出 す よ う に 構 成 さ れ  
た 積 込 み 機 構 に よ っ て 作 動 可 能 （ ａ ｃ ｔ ｕ ａ ｂ ｌ ｅ ） で あ り 得 る 。
　 引 出 し 様 の デ バ イ ス は 、 積 込 み 機 構 上 に 設 け ら れ た ２ 次 的 な レ ー ル 上 で 動 作 す る よ う に  
配 置 さ れ た 車 輪 を 備 え 得 る 。
　 ２ 次 的 な レ ー ル は 、 持 上 げ デ バ イ ス の レ ー ル に 隣 接 し て 移 動 デ バ イ ス 上 に 設 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 引 出 し 様 の デ バ イ ス は ま た 、 積 込 み 機 構 に 接 続 さ れ た ス キ ッ ド 系 ま た は 摺 動 装 置 上 で ハ  
ウ ジ ン グ に 対 し て 移 動 可 能 と さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 は ま た 、 保 管 コ ン テ ナ の 区 画 内 に 保 管 さ れ た 注 文 さ れ た 物 品 を 含 む 保 管 コ ン テ ナ  
を 取 り 上 げ る た め の 、 ま た 、 注 文 さ れ た 物 品 を 含 む 区 画 が 使 用 者 に 対 し て ア ク セ ス 可 能 で  
あ る よ う に 配 置 さ れ た ス テ ー シ ョ ン へ の 保 管 コ ン テ ナ の 送 達 の た め の 、 シ ス テ ム を 対 象 と  
す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 シ ス テ ム は 、 保 管 コ ン テ ナ 内 に 保 管 さ れ た １ つ ま た は 複 数 の 物 品 の 送 達 の た め の ス テ ー  
シ ョ ン を 備 え る 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム に よ っ て 画 定 さ れ 、 こ の シ ス テ ム は 、
　 －   ス タ ッ ク に 配 置 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ を 保 管 す る た め の 保 管 格 子 と 、
　 －   自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム の 保 管 コ ン テ ナ 内 の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る た  
め の ス テ ー シ ョ ン で あ っ て 、
　 　 －   開 口 部 お よ び 複 数 の カ バ ー を 含 む ア ク セ ス 障 壁 で あ っ て 、 各 カ バ ー が 、 開 口 部 の  
そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展 開 さ れ る こ と に よ り 開 口 部 の そ れ ぞ れ の 部 分  
を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ た 、 ア ク セ ス 障 壁 、
　 　 －   保 管 コ ン テ ナ の 内 容 部 が 開 口 部 を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得 る よ う に 、 保 管 コ ン テ ナ  
を 受 け 取 っ て ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ 移 動 さ せ る よ う 配 置 さ れ た 、 積 込 み 機 構 、 お よ び 、
　 　 －   ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で き る ハ ウ ジ ン グ
を 含 む 、 ス テ ー シ ョ ン と 、
を 備 え 、
　 ス テ ー シ ョ ン は 、
　 －   ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ の ア ク セ ス が ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 と 、
　 －   ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 が 提 示 さ れ る こ と に よ り 開 口 部 を 通 じ た 保 管 コ ン テ ナ の 内 容  
物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ 、 ま た 、
　 ス テ ー シ ョ ン は 、 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 開 口 部 の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖 す る  
よ う に カ バ ー を 展 開 す る こ と に よ り 開 口 部 の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 保 管 コ ン テ ナ の 内 容 物 へ  
の ア ク セ ス を 制 限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 シ ス テ ム は 、 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ を さ ら に 備 え る こ と が で き 、 各 保 管 コ ン テ ナ は 、 開 口  
端 部 を 含 む 複 数 の 区 画 を 備 え 、 開 口 端 部 の そ れ ぞ れ は 、 ア ク セ ス 障 壁 の カ バ ー に よ っ て 閉  
鎖 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ の そ れ ぞ れ は 、 少 な く と も １ つ の 取 外 し 可 能 な 区 画 分 離 壁 を 備 え 得  
る 。 上 記 取 外 し 可 能 な 壁 は 、 保 管 コ ン テ ナ の 区 画 の サ イ ズ が 調 節 さ れ 得 る よ う に 、 取 り 除  
か れ る か ま た は 区 画 の 底 に 折 り 畳 ま れ 得 る よ う に 配 置 さ れ る 。 保 管 区 画 の そ れ ぞ れ の 開 口  
端 部 は 、 ア ク セ ス 障 壁 の １ つ ま た は 複 数 の カ バ ー に よ っ て 閉 鎖 可 能 で あ り 得 る こ と が 、 好  
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 シ ス テ ム は 、 ス テ ー シ ョ ン の 外 側 か ら の 保 管 格 子 へ の ア ク セ ス を 防 止 す る よ う に 位 置 決  
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め さ れ た 仕 切 り 壁 お よ び ／ ま た は 外 表 面 壁 を 備 え 得 る 。 し た が っ て 、 保 管 格 子 の 内 容 物 は  
、 第 一 に ア ク セ ス 障 壁 ス テ ー シ ョ ン の 開 口 部 を 介 し て ア ク セ ス さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、  
か つ 、 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 を 介 し て の み ア ク セ ス さ れ 得 る 。
　 シ ス テ ム は 、 そ の 実 施 形 態 の い ず れ か に 関 連 し て 上 記 で 説 明 さ れ た よ う な ス テ ー シ ョ ン  
を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 シ ス テ ム は 、 商 店 ま た は 倉 庫 に 関 連 し て 配 置 さ れ て も よ く 、 そ の 場 合 、 保 管 お よ び 回 収  
格 子 は 、 倉 庫 ま た は 商 店 の 内 側 に 配 置 さ れ 、 ア ク セ ス 障 壁 を 含 む ハ ウ ジ ン グ は 、 外 側 に 配  
置 さ れ て 顧 客 ま た は 使 用 者 が 利 用 す る こ と が で き る 。 顧 客 ま た は 使 用 者 に よ り 物 品 が 注 文  
さ れ る と 、 コ ン テ ナ 取 扱 車 両 は 、 注 文 さ れ た 物 品 を 含 む 保 管 コ ン テ ナ を 回 収 し て 、 そ の 保  
管 コ ン テ ナ を 積 込 み 機 構 へ 送 達 し 、 積 込 み 機 構 は 、 保 管 コ ン テ ナ 内 の 物 品 が 開 口 部 を 通 じ  
て ア ク セ ス さ れ 得 る よ う に 、 保 管 コ ン テ ナ を 受 け 取 っ て ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ 移 動 さ せ  
る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 本 発 明 は 、 展 開 可 能 な カ バ ー を 動 作 さ せ る こ と に よ り 注 文 さ れ  
た 物 品 の み が 顧 客 ま た は 使 用 者 に 入 手 可 能 と さ れ る こ と を 確 実 に す る 。 そ の た め 、 保 管 コ  
ン テ ナ が い く つ か の 物 品 ま た は 異 な る 物 品 を 含 む 場 合 、 注 文 さ れ た 物 品 の み が 、 顧 客 ま た  
は 使 用 者 に 入 手 可 能 に な る 。 顧 客 ま た は 使 用 者 に 入 手 可 能 で あ る べ き で は な い 物 品 は 、 展  
開 可 能 な カ バ ー に よ っ て 隔 絶 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 シ ス テ ム は ま た 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト ま た は 商 店 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 保 管 お よ び 回 収  
格 子 か ら の 物 品 の 自 動 的 な 注 文 お よ び 選 別 を 提 供 す る た め に 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト ま た は  
商 店 内 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 単 な る 例 と し て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 ス タ ッ ク に 配 置 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ を 保 管 す る よ う に 配 置 さ れ た 保 管 格 子 の 図 で  
あ る 。
【 図 ２ 】 ス テ ー シ ョ ン が 保 管 格 子 に 接 続 さ れ た 、 本 発 明 に よ る ス テ ー シ ョ ン の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ア ク セ ス 障 壁 お よ び ハ ウ ジ ン グ を 備 え る ス テ ー シ ョ ン の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 へ の ア ク セ ス を 許 可 ま た は 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ た 頂 部  
カ バ ー を 備 え る ハ ウ ジ ン グ の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ア ク セ ス 構 成 に お け る ハ ウ ジ ン グ の 頂 部 カ バ ー の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 保 管 格 子 に 接 続 さ れ た ス テ ー シ ョ ン 、 お よ び 保 管 コ ン テ ナ を 含 む ア ク セ ス 障 壁 の  
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 持 上 げ デ バ イ ス お よ び 移 動 デ バ イ ス を 備 え る 積 込 み 機 構 の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ス テ ー シ ョ ン の 積 込 み 機 構 を 裏 側 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 配 置 さ れ た ア ク セ ス 障 壁 を 備 え る ス テ ー シ ョ ン の 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 １ ０ 】 ス テ ー シ ョ ン の 積 込 み 機 構 へ 送 達 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ の 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 積 込 み 機 構 の 支 持 デ バ イ ス に よ っ て 支 持 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ の 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 移 動 デ バ イ ス に よ り コ ン テ ナ キ ャ リ ア お よ び ハ ウ ジ ン グ 内 へ 移 動 さ れ て い る 保  
管 コ ン テ ナ の 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 保 管 コ ン テ ナ を ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部 ま で 持 ち 上 げ る よ う に 配 置 さ れ た 持 上 げ  
デ バ イ ス の 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ア ク セ ス 障 壁 内 に 配 置 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ 、 お よ び 非 展 開 位 置 に あ る ア ク セ ス  
障 壁 の 開 口 部 の カ バ ー の 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 展 開 位 置 に お い て 動 作 さ れ た ア ク セ ス 障 壁 の カ バ ー の 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 取 外 し 可 能 な 区 画 分 離 壁 を 備 え る 保 管 コ ン テ ナ の 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 ８ つ の 区 画 を 有 す る 保 管 コ ン テ ナ の 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を よ り 詳 細 に 論 じ る 。 し か し 、 図  
面 は 、 図 面 に 示 さ れ た 内 容 に 本 発 明 を 限 定 す る よ う に は 意 図 さ れ て い な い こ と が 、 理 解 さ  
れ る べ き で あ る 。 さ ら に 、 た と え 特 徴 の う ち の い く つ か が シ ス テ ム だ け に 関 し て 説 明 さ れ  
て い た と し て も 、 そ れ ら の 特 徴 は ス テ ー シ ョ ン お よ び 関 連 す る 方 法 に も 有 効 で あ り 、 ま た  
そ の 逆 の 場 合 も 同 様 で あ る こ と が 、 明 ら か で あ る 。 し た が っ て 、 ス テ ー シ ョ ン だ け 、 お よ  
び ／ ま た は 関 連 す る 方 法 に 関 し て 説 明 さ れ る い か な る 特 徴 も 、 シ ス テ ム に も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 各 保 管 構 造 １ の 保 管 格 子 １ ０ ４ は 、 全 部 で １ ４ ３ 個 の 格 子 コ ラ ム の  
骨 組 １ ０ ０ を 構 成 し 、 骨 組 の 幅 お よ び 長 さ は 、 １ ３ 個 の 格 子 コ ラ ム の 幅 お よ び １ １ 個 の 格  
子 コ ラ ム の 長 さ に そ れ ぞ れ 相 当 す る 。 骨 組 １ ０ ０ の 最 上 層 は 、 レ ー ル 系 １ ０ ８ で あ り 、 こ  
の レ ー ル 系 １ ０ ８ 上 で は 、 複 数 の コ ン テ ナ 取 扱 車 両 ２ ０ ０ が 動 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 保 管 シ ス テ ム １ の 骨 組 １ ０ ０ は 、 上 述 の 従 来 技 術 の 骨 組 １ ０ ０ 、 す な わ ち 複 数 の 垂 直 部  
材 １ ０ ２ 、 お よ び 垂 直 部 材 １ ０ ２ に よ っ て 支 持 さ れ た 複 数 の 水 平 部 材 １ ０ ３ に 従 っ て 構 築  
さ れ 、 水 平 部 材 １ ０ ３ は 、 保 管 コ ラ ム １ ０ ５ の 頂 部 に わ た っ て そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た Ｘ 方 向  
に お け る 平 行 レ ー ル １ １ ０ お よ び Ｙ 方 向 に お け る 平 行 レ ー ル １ １ １ か ら 成 る コ ン テ ナ 取 扱  
車 両 レ ー ル 系 １ ０ ８ を 含 む 。 単 一 の 格 子 セ ル １ ２ ２ の 水 平 領 域 、 す な わ ち Ｘ お よ び Ｙ 方 向  
に 沿 っ た 水 平 領 域 は 、 隣 接 す る レ ー ル １ １ ０ 間 の 距 離 、 お よ び 隣 接 す る レ ー ル １ １ １ 間 の  
距 離 に よ っ て そ れ ぞ れ 画 定 さ れ 得 る 。 図 １ で は 、 そ の よ う な 格 子 セ ル １ ２ ２ が 、 太 線 に よ  
り レ ー ル 系 １ ０ ８ 上 に 記 さ れ て い る 。 レ ー ル 系 １ ０ ８ は ま た 、 複 線 系 （ 図 示 せ ず ） で あ っ  
て よ く 、 し た が っ て 、 格 子 コ ラ ム １ １ ２ に よ っ て 画 定 さ れ る 側 面 積 に お お む ね 対 応 す る 設  
置 面 積 を 有 す る コ ン テ ナ 取 扱 車 両 ２ ０ ０ が コ ラ ム の 列 に 沿 っ て 移 動 す る と き に 、 た と え 別  
の コ ン テ ナ 取 扱 車 両 ２ ０ ０ が そ の 列 に 隣 接 し た 格 子 コ ラ ム 上 で 位 置 決 め さ れ て い て も 、 移  
動 す る こ と を 可 能 に す る 。 複 線 レ ー ル 系 で は 、 格 子 セ ル １ ２ ２ は 、 複 線 の ミ ッ ド ピ ン ト （  
ｍ ｉ ｄ － ｐ ｉ ｎ ｔ ） 間 の サ イ ズ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 コ ン テ ナ 取 扱 車 両 レ ー ル 系 １ ０ ８ は 、 コ ン テ ナ 取 扱 車 両 ２ ０ ０ が 様 々 な 格 子 位 置 間 で 水  
平 に 移 動 す る こ と を 可 能 に し 、 各 格 子 位 置 は 、 格 子 セ ル １ ２ ２ に 関 連 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ で は 、 保 管 格 子 １ ０ ４ は 、 ８ 個 の セ ル の 高 さ を 有 し て 示 さ れ て い る 。 し か し 、 保 管  
格 子 １ ０ ４ は 原 則 的 に い か な る サ イ ズ の も の で あ っ て も よ い こ と が 、 理 解 さ れ る 。 具 体 的  
に は 、 保 管 格 子 １ ０ ４ は 図 １ に 開 示 さ れ た も の よ り も 相 当 に 幅 お よ び ／ ま た は 長 さ が あ っ  
て も よ い こ と が 、 理 解 さ れ る 。 例 え ば 、 格 子 １ ０ ４ は 、 ７ ０ ０ ｘ ７ ０ ０ 個 の 格 子 セ ル １ ２  
２ の 水 平 方 向 の 広 が り を 超 え る 水 平 方 向 の 広 が り を 有 し 得 る 。 ま た 、 格 子 １ ０ ４ は 、 図 １  
に 開 示 さ れ た も の よ り も 相 当 に 奥 行 き が あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 保 管 格 子 １ ０ ４ は 、 １ ２  
個 の 格 子 セ ル の 奥 行 き を 超 え て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ は 、 引 出 し 様 の デ バ イ ス の 形 態 を し た ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ を 含 む 選 別 お よ び ／ ま た は  
供 給 ス テ ー シ ョ ン を 備 え る 保 管 格 子 １ ０ ４ の 一 部 分 を 示 す 。 引 出 し 様 の デ バ イ ス ３ ３ は 、  
積 込 み 構 成 で は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ 内 に 完 全 に 収 容 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ は 、 ア ク セ ス 障  
壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ へ の ア ク セ ス を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ は 、 保 管 格 子 １ ０ ４ か ら 取 り 出 さ れ る か ま た は 保 管 格 子 １ ０ ４ に 供 給  
さ れ る 製 品 ／ 物 品 を 一 時 的 に 保 管 す る た め の 少 な く と も １ つ の 保 管 区 画 ５ １ を 備 え る 保 管  
コ ン テ ナ １ ０ ６ を 受 け 入 れ る よ う に 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ は 、 開 口 部 ３ ５ 、 お よ び 複 数 の カ バ ー ３ １ を 備 え 、 各 カ バ ー ３ １ は 、  
開 口 部 ３ ５ の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展 開 さ れ る こ と に よ り 開 口 部 ３ ５  
を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 複 数 の カ バ ー ３ １ の そ れ ぞ れ は 、 開 口 部 ３ ５ に 隣 接 す る ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ に 枢 動 可 能 に  
接 続 さ れ 、 ま た 、 各 カ バ ー ３ １ は 、 カ バ ー ３ １ が 展 開 さ れ な い こ と に よ り 開 口 部 ３ ５ の そ  
れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な 状 態 の ま ま と さ れ る 初 期 位 置 と 、 カ バ ー ３ １ が 開 口 部 ３ ５  
の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る 展 開 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ー シ ョ ン は 、
　 －   ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ へ の ア ク セ ス が ハ ウ ジ ン グ ３ ０ に よ っ て 防 止 さ れ る  
積 込 み 構 成 と 、
　 －   ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ が 提 示 さ れ る こ と に よ り 開 口 部 ３ ５ を 通 じ た 保 管 コ  
ン テ ナ １ ０ ６ の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
　 ス テ ー シ ョ ン は 、 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 開 口 部 ３ ５ の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖  
す る よ う に カ バ ー ３ １ を 展 開 す る こ と に よ り 開 口 部 ３ ５ の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 保 管 コ ン テ  
ナ １ ０ ６ の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制 限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 保 管 コ ン テ ナ は 、 複 数 の 区 画 を 備 え る こ と が で き 、 カ バ ー の 数 は 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６  
内 の 区 画 の 数 に 対 応 し 得 る 。 図 ２ お よ び ３ は 、 開 口 部 ３ ５ の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ  
う に 選 択 的 に 展 開 さ れ る こ と に よ り 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の そ れ ぞ れ の 区 画 へ の ア ク セ ス を  
制 限 す る 、 ６ つ の カ バ ー を 示 す 。 図 ２ お よ び ３ に お け る カ バ ー ３ １ の う ち の ２ つ は 展 開 さ  
れ て お ら ず 、 し た が っ て 、 そ れ ら の そ れ ぞ れ の 区 画 を 開 い た ま ま に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 保 管 格 子 １ ０ ４ は 、 壁 構 造 要 素 ３ ９ を 含 む 壁 表 面 を 備 え る こ と が 、 図 ２ に さ ら に 示 さ れ  
て い る 。 壁 構 造 要 素 ３ ９ は 、 保 管 格 子 の 前 部 を 下 か ら 上 ま で （ す な わ ち 、 床 か ら 保 管 格 子  
構 造 の 頂 部 ま で ） 覆 う こ と が で き る 。 壁 構 造 要 素 ３ ９ の 目 的 は 、 人 体 損 傷 を 防 ぐ こ と 、 騒  
音 を 軽 減 す る こ と 、 ほ こ り を 防 ぐ こ と 、 な ど で あ り 得 る 。 壁 構 造 要 素 が 建 物 の 外 側 に 向 け  
ら れ る 場 合 、 壁 構 造 要 素 ３ ９ の 目 的 は 、 格 子 構 造 を 窃 盗 、 野 蛮 行 為 、 な ど か ら 守 る こ と 、  
保 管 格 子 構 造 を 気 象 状 態 （ 雨 、 雪 、 風 、 な ど ） か ら 守 る こ と 、 な ど で も あ り 得 る 。 ハ ウ ジ  
ン グ ３ ０ お よ び ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ は 、 保 管 格 子 １ ０ ４ に 組 み 込 ま れ 得 る か 、 ま た は （ 図 ２  
お よ び ３ に 示 さ れ る よ う に ） 保 管 格 子 １ ０ ４ に 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の シ ス テ ム は 、 保 管 格 子 １ ０ ４ 内 に 保 管 さ れ た 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を ア ク セ ス 障  
壁 ３ ３ へ 搬 送 す る よ う に 、 お よ び ／ ま た は 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ か ら 保  
管 格 子 １ ０ ４ へ 搬 送 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 動 作 に あ た っ て は 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ か ら 製 品 ／ 物 品 を 回 収 す る と き に 、 使 用 者 は 、  
ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス ５ ２ を 使 用 す る こ と に よ り 、 例 え ば ア ク セ ス コ ー ド （ ユ ー ザ ー イ  
ン タ フ ェ ー ス は 、 タ ッ チ ス ク リ ー ン 、 キ ー ボ ー ド 、 バ ー コ ー ド 読 取 り 機 、 Ｑ Ｒ コ ー ド 読 取  
り 機 、 な ど を 含 む ） を 用 い て 、 ま た は 例 え ば ク レ ジ ッ ト カ ー ド （ ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス  
は 、 カ ー ド 読 取 り 機 を 含 む ） ま た は ス マ ー ト フ ォ ン （ ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス は 、 Ｎ Ｆ Ｃ  
（ 近 距 離 無 線 通 信 ） ユ ニ ッ ト を 含 む ） な ど を 用 い て 、 使 用 者 自 身 を 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 特 定 さ れ る と 、 保 管 制 御 お よ び 通 信 シ ス テ ム （ 図 示 せ ず ） が 、 予 め 注 文 さ れ た 製 品 ／ 物  
品 を 含 む 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を 回 収 し て そ の コ ン テ ナ １ ０ ６ を 引 出 し 様 の デ バ イ ス ３ ３ へ  
搬 送 す る よ う コ ン テ ナ 取 扱 車 両 ２ ０ ０ に 命 令 す る 。 上 記 保 管 制 御 お よ び 通 信 シ ス テ ム は 、  
保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ が ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 へ 送 達 さ れ た と き に 予 め 注 文 さ れ た 製 品  
を 含 む 区 画 の み が 開 く こ と に な る よ う に 、 そ れ ぞ れ の カ バ ー ３ １ を 動 作 さ せ る 。 そ の 後 、  
引 出 し 様 の デ バ イ ス ３ ３ は 、 区 画 へ の ア ク セ ス が ハ ウ ジ ン グ ３ ０ に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込  
み 構 成 か ら 、 区 画 が 提 示 さ れ る こ と に よ り 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可  
能 と さ れ る ア ク セ ス 構 成 に さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 使 用 者 は 、 ス テ ー シ ョ ン を 備 え る 自 動 保 管 お よ び 回 収 シ ス テ ム が 大 型 の 自 動 販 売 機 の よ  
う に 動 作 さ れ 得 る よ う に 、 ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス ５ ２ に お い て 物 品 の 選 択 お よ び ／ ま た  
は 購 入 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 使 用 者 は 、 引 出 し 様 の デ バ イ ス ３ ３ 上 に 設 け ら れ た ハ ン ド ル （ 図 示 せ ず ） を 使 用 す る こ  
と に よ り 引 出 し 様 の デ バ イ ス ３ ３ を 開 け て も よ く 、 ま た は 、 引 出 し 様 の デ バ イ ス ３ ３ は 、  
引 出 し １ １ の 運 動 の た め の 電 動 ま た は 液 圧 式 の 押 し ／ 引 き 機 構 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 自 動  
的 に 動 作 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 引 出 し 様 の デ バ イ ス ３ ３ が 開 い た 後 で 閉 じ ら れ た と き に 、 製 品 ／ 物 品 が 取 り 上 げ ら れ た  
こ と を 示 す 信 号 が 、 上 述 の 保 管 制 御 お よ び 通 信 シ ス テ ム に 送 信 さ れ 得 る 。 次 い で 、 シ ス テ  
ム は 、 ス テ ー シ ョ ン か ら 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を 回 収 し て そ の 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を 再 び 保  
管 格 子 １ ０ ４ 内 に 保 管 す る た め の 車 両 ２ ０ ０ を 送 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ４ お よ び ５ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ が 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ５ の 開 口 部 ３ ５ に 隣 接 し て ア ク セ  
ス 障 壁 ３ ３ に 接 続 さ れ た 頂 部 カ バ ー ３ ６ と し て 配 置 さ れ る 、 ス テ ー シ ョ ン の 別 の 実 施 形 態  
を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ は 、 開 口 部 ３ ５ お よ び 複 数 の カ バ ー ３ １ を 有 す る キ ャ ビ ネ ッ ト を 備 え  
、 各 カ バ ー ３ １ は 、 開 口 部 ３ ５ の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展 開 さ れ る こ  
と よ り 開 口 部 を 通 じ た ア ク セ ス を 制 限 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 複 数 の カ バ ー ３ １ の そ れ ぞ れ は 、 開 口 部 ３ ５ に 隣 接 す る ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ に 枢 動 可 能 に  
接 続 さ れ 、 ま た 、 各 カ バ ー ３ １ は 、 カ バ ー ３ １ が 展 開 さ れ な い こ と に よ り 開 口 部 ３ ５ の そ  
れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な 状 態 の ま ま と さ れ る 初 期 位 置 と 、 カ バ ー ３ １ が 開 口 部 ３ ５  
の そ れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る 展 開 位 置 と の 間 で 、 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ー シ ョ ン は 、
　 －   ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ へ の ア ク セ ス が ハ ウ ジ ン グ ３ ０ に よ っ て 防 止 さ れ る  
積 込 み 構 成 と 、
　 －   ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ が 提 示 さ れ る こ と に よ り 開 口 部 ３ ５ を 通 じ た 保 管 コ  
ン テ ナ １ ０ ６ の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 可 能 と さ れ る ア ク セ ス 構 成 と
の 間 を 移 行 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ー シ ョ ン は 、 ア ク セ ス 構 成 に 移 行 す る の に 先 立 っ て 開 口 部 ３ ５ の 所 定 の 部 分 を 閉 鎖  
す る よ う に カ バ ー ３ １ を 展 開 す る こ と に よ り 開 口 部 ３ ５ の 所 定 の 部 分 を 通 じ た 保 管 コ ン テ  
ナ １ ０ ６ の 内 容 物 へ の ア ク セ ス を 制 限 ま た は 許 可 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ア ク セ ス 構 成 で は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ の 頂 部 カ バ ー ３ ６ は 、 開 口 部 ３ ５ の 所 定 の 部 分 を 通  
じ た 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の 内 容 物 へ の ア ク セ ス が 許 可 さ れ る よ う に 、 持 ち 上 げ ら れ 得 る 。  
頂 部 カ バ ー ３ ６ の 開 口 部 は 、 ハ ン ド ル に よ り 手 動 で 開 か れ る か ま た は モ ー タ に よ り 自 動 的  
に 開 か れ る よ う に 配 置 さ れ 得 る 。 図 ４ お よ び ５ で は 、 頂 部 カ バ ー ３ ６ は 、 頂 部 カ バ ー ３ ６  
の 下 方 に 位 置 す る 保 管 区 画 ５ １ を 見 る た め に 、 透 明 で あ る 。 透 明 で あ る ま た は 透 明 で は な  
い な ど と い っ た 様 々 な 特 性 を 有 す る 様 々 な 材 料 が 頂 部 カ バ ー ３ ６ に 使 用 さ れ 得 る こ と は 、  
明 白 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 頂 部 カ バ ー ３ ６ は 、 ス テ ー シ ョ ン １ ０ が 積 込 み 構 成 に あ る と き に は 頂 部 カ バ ー ３ ６ が 持  
ち 上 げ ら れ 得 な い よ う に か つ ／ ま た は 開 か れ 得 な い よ う に 頂 部 カ バ ー ３ ６ を 固 定 し 、 ま た  
ス テ ー シ ョ ン １ ０ が ア ク セ ス 構 成 に あ る と き に は 頂 部 カ バ ー ３ ６ が 持 ち 上 げ ら れ 得 る よ う  
に か つ ／ ま た は 開 か れ 得 る よ う に 頂 部 カ バ ー ３ ６ を 固 定 解 除 す る よ う に 適 合 さ れ た 、 固 定  
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デ バ イ ス を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 実 施 形 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ は ま た 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ を 収 容 す る た め の キ ャ ビ ネ ッ  
ト と し て 配 置 さ れ 得 る 。 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ は 、 よ り 小 さ な キ ャ ビ ネ ッ ト ま た は 骨 組 構 造 と  
し て 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ６ は 、 側 壁 を 含 ま な い 骨 組 構 造 と し て の ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ を 示 す 。 保 管 コ ン テ ナ １ ０  
６ は 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ ま で 持 ち 上 げ ら れ る 。 図 は ま た 、 カ バ ー ３ １ が 展 開  
さ れ な い こ と に よ り 開 口 部 ３ ５ の そ れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な 状 態 の ま ま と さ れ る 初  
期 位 置 に あ る ２ つ の カ バ ー ３ １ を 示 す 。 カ バ ー ３ １ の そ れ ぞ れ は 、 そ れ ぞ れ の 独 立 し た モ  
ー タ ３ ２ に よ っ て 動 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 ス テ ー シ ョ ン は 、 積 込 み 機 構 ４ ０ を 備 え る 。 積 込 み 機 構 ４ ０ は  
、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の 内 容 物 が 開 口 部 ３ ５ を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得 る よ う に 、 保 管 格 子  
１ ０ ４ の 送 達 コ ラ ム か ら 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を 受 け 取 っ て ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５  
へ 移 動 さ せ る よ う に 、 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 積 込 み 機 構 ４ ０ は 、 持 上 げ デ バ イ ス ４ ２ お よ び 移 動 デ バ イ ス ４ １ を 備 え 、 持 上 げ デ バ イ  
ス ４ ２ は 、 移 動 デ バ イ ス ４ １ 上 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る 。 持 上 げ デ バ イ ス は 、 移 動 デ バ イ  
ス ４ １ の 一 部 と し て 設 け ら れ た レ ー ル ４ ５ 上 で 動 作 す る よ う に 適 合 さ れ た 車 輪 ４ ４ を 備 え  
得 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 持 上 げ デ バ イ ス ４ ２ は 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を 受 け 取 り か つ 支 持 す る よ う に 配 置 さ れ た  
支 持 デ バ イ ス ４ ３ を さ ら に 備 え る 。 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ が 支 持 デ バ イ ス ４ ２ 上 に 受 け 取 ら  
れ る と 、 持 上 げ デ バ イ ス ４ ２ は 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ お よ び ハ ウ ジ ン グ ３ ０ 内 へ と 移 動 デ バ  
イ ス ４ １ 上 で 移 動 ／ 摺 動 し 、 保 管 コ ン テ ナ は 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ ま で さ ら に  
持 ち 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の 移 動 お よ び 持 上 げ 動 作 は 、 図 １ ０ ～ １ ３ に 示 さ れ て い る 。 保 管 コ  
ン テ ナ １ ０ ６ が 、 自 動 保 管 お よ び 回 収 格 子 １ ０ ４ の 送 達 コ ラ ム １ １ ９ 、 １ ２ ０ か ら 持 上 げ  
デ バ イ ス ４ ２ の 支 持 デ バ イ ス ４ ３ 上 に 受 け 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ０ で は 、 持 上 げ デ バ イ ス は 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を 下 方 位 置 へ 下 降 さ せ て お り 、 こ  
の 下 方 位 置 で は 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ は 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ 内 へ 移 動 さ れ る 準 備 が で き て  
い る 。 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ は 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ へ の ア ク セ ス が ハ ウ ジ ン グ ３  
０ に よ っ て 防 止 さ れ る 積 込 み 構 成 に あ る 。 複 数 の カ バ ー ３ １ は 、 そ れ ら の 初 期 非 展 開 位 置  
に あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ２ で は 、 持 上 げ デ バ イ ス ４ ２ は 、 移 動 デ バ イ ス ４ １ の 一 部 と し て 設 け ら れ た レ ー ル  
系 上 を 移 動 し 、 か つ 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ 内 へ 移 動 さ せ る 。 ハ ウ ジ ン  
グ ３ ０ は 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ を 取 り 囲 む 。 こ の 位 置 で は 、 カ バ ー ３ １ は 、 開 口 部 ３ ５ の そ  
れ ぞ れ の 部 分 を 閉 鎖 す る よ う に 選 択 的 に 展 開 す る こ と に よ り 開 口 部 を 通 じ た ア ク セ ス を 制  
限 す る よ う に 、 モ ー タ ３ ２ に よ っ て 個 別 に 動 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ３ で は 、 持 上 げ デ バ イ ス ４ ２ は 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を 下 方 位 置 か ら ア ク セ ス 障 壁  
３ ３ の 開 口 部 へ 持 ち 上 げ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ ４ お よ び １ ５ は 、 複 数 の カ バ ー ３ １ の 動 作 を 示 す 。 複 数 の カ バ ー ３ １ の そ れ ぞ れ は  
、 開 口 部 ３ ５ に 隣 接 す る ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 ま た 、 各 カ バ ー ３ １ は  
、 カ バ ー ３ １ が 展 開 さ れ な い こ と に よ り 開 口 部 ３ ５ の そ れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ ス 可 能 な 状  
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態 の ま ま と さ れ る （ 図 １ ２ に お け る ） 初 期 位 置 と 、 カ バ ー ３ １ が 開 口 部 ３ ５ の そ れ ぞ れ の  
部 分 を 閉 鎖 す る （ 図 １ ３ に お け る ） 展 開 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 １ ４ で は 、 カ バ ー ３ １ は 、 初 期 位 置 に お い て 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ が ア ク セ ス 障 壁 ３  
３ の 開 口 部 ３ ５ へ 持 ち 上 げ ら れ て い る 間 に 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ が 接 触 す る こ と な し に （ 下  
方 位 置 か ら 上 方 位 置 へ 持 ち 上 げ ら れ る と き に ） 通 過 す る こ と を 可 能 す る よ う に 、 少 な く と  
も 部 分 的 に 垂 直 方 向 に 延 在 し 、 そ れ に よ り 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の 内 容 物 が 開 口 部 ３ ５ の  
そ れ ぞ れ の 部 分 を 通 じ て ア ク セ ス さ れ 得 る よ う に 、 開 口 部 ３ ５ の そ れ ぞ れ の 部 分 が ア ク セ  
ス 可 能 な 状 態 の ま ま と さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ５ で は 、 ４ つ の カ バ ー ３ １ が 、 展 開 位 置 に あ る よ う に 動 作 さ れ て い る 。 し た が っ て  
、 ４ つ の カ バ ー ３ １ は 、 持 上 げ デ バ イ ス ４ ２ に よ り ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の 開 口 部 ３ ５ へ 移 動  
さ れ る と き の 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の 持 上 げ 経 路 内 へ そ れ ぞ れ が 延 在 す る よ う に 動 作 可 能 で  
あ り 、 そ の 結 果 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ は 、 カ バ ー ３ １ を そ れ ら の 展 開 位 置 へ 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 シ ス テ ム は 、 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ を さ ら に 含 む こ と が で き 、 各 保 管 コ ン テ ナ は 、  
開 口 端 部 を 含 む 複 数 の 区 画 ５ １ を 備 え 、 開 口 端 部 の そ れ ぞ れ は 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の カ バ  
ー ３ １ に よ っ て 閉 鎖 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ６ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の そ れ ぞ れ は 、 少 な く と も １ つ の  
取 外 し 可 能 な 区 画 分 離 壁 ４ ９ を 備 え 得 る 。 上 記 取 外 し 可 能 な 壁 ４ ９ は 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０  
６ の 区 画 ５ １ の サ イ ズ が 調 節 さ れ 得 る よ う に 、 取 り 除 か れ る か ま た は 区 画 ５ １ の 底 に 折 り  
畳 ま れ 得 る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 当 然 な が ら 、 保 管 コ ン テ ナ １ ０ ６ の 区 画 ５ １ の 他 の 区 分 が 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 保 管 区 画 ５ １ の そ れ ぞ れ の 開 口 端 部 は 、 ア ク セ ス 障 壁 ３ ３ の １ つ ま た は 複 数 の カ バ ー ３  
１ に よ っ て 閉 鎖 可 能 で あ り 得 る こ と が 、 好 ま し い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 １ ０ ０   骨 組 構 造
　 １ ０ ２   骨 組 構 造 の 垂 直 部 材
　 １ ０ ３   骨 組 構 造 の 水 平 部 材
　 １ ０ ４   保 管 格 子 ／ ３ 次 元 格 子
　 １ ０ ５   保 管 コ ラ ム
　 １ ０ ６   保 管 コ ン テ ナ
　 １ ０ ７   ス タ ッ ク
　 １ ０ ８   レ ー ル 系
　 １ １ ０   第 １ の 方 向 （ Ｘ ） に お け る 第 １ の 平 行 な レ ー ル の 組
　 １ １ １   第 ２ の 方 向 （ Ｙ ） に お け る 第 ２ の 平 行 な レ ー ル の 組
　 １ １ ５   格 子 開 口 部
　 １ １ ９   送 達 コ ラ ム
　 １ ２ ０   送 達 コ ラ ム
　 １ ２ ２   格 子 セ ル
　 １ ４ ０   送 達 シ ス テ ム
　 ２ ０ ０   第 １ の コ ン テ ナ 取 扱 車 両
　 Ｘ   第 １ の 方 向
　 Ｙ   第 ２ の 方 向
　 Ｐ   レ ー ル 系 の 水 平 面
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　 １ ０   ス テ ー シ ョ ン
　 ３ ０   ハ ウ ジ ン グ
　 ３ １   ア ク セ ス 障 壁 の カ バ ー
　 ３ ２   カ バ ー を 動 作 さ せ る た め の モ ー タ
　 ３ ３   ア ク セ ス 障 壁
　 ３ ５   ア ク セ ス 障 壁 の 開 口 部
　 ３ ６   ハ ウ ジ ン グ の 頂 部 カ バ ー
　 ３ ９   壁 構 造 要 素
　 ４ ０   積 込 み 機 構
　 ４ １   移 動 デ バ イ ス
　 ４ ２   持 上 げ デ バ イ ス
　 ４ ３   支 持 デ バ イ ス
　 ４ ４   持 上 げ デ バ イ ス の 車 輪
　 ４ ５   移 動 デ バ イ ス の レ ー ル ／ 軌 道
　 ４ ６   引 出 し 様 の デ バ イ ス の 車 輪
　 ４ ９   区 画 分 離 壁
　 ５ １   保 管 コ ン テ ナ 内 の 区 画
　 ５ ２   ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】



10

20

30

40

50

JP 7550147 B2 2024.9.12(21)

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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